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福島第一原子力発電所の崩壊は環境への放射性物質の大規模な放出を引き起こした。この

事故の動物への生物学的影響を評価する迅速で信頼に足る実験系は現在のところ報告され

ていない。我々はこの事故が日本で普通に見られる鱗翅目シジミチョウ科ヤマトシジミへ

の生理的・遺伝的損傷の原因となっていることを示した。第一化の成虫を福島地域で 2011

年 5 月に採集したところ、そのうちいくつかは比較的軽度の異常を示した。第一化の雌か

ら産まれた F1 には親世代より高い異常が観察された。この異常は次世代 F2 に遺伝した。

2011年 9月に採集した成虫の蝶には 5月に採集されたものに比べ、より過酷な異常が観察

された。同様の異常は、非汚染地域の個体において、外部および内部の低線量被曝により、

実験的に再現された。我々は、福島原子力発電所由来の人工放射性核種がこの生物種に生

理的・遺伝的損傷を引き起こしたと結論する。本発表では、これまでの研究成果を紹介す

るとともに、様々な意見や批判に対する反論や新しい知見についても紹介する。 
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図．内部被曝実験による死亡個体．(A)非汚染食草（沖縄）を食べた死亡幼虫．死亡個体自

体が稀である．生きていたときの形態を維持している．(B-D)汚染食草（本宮）を食べた死

亡幼虫．死亡は高い頻度でみられる．脱皮中の死亡が多い．矢印は脱皮殻．(E, F)汚染食草

（飯舘村平地・広野）を食べた羽化失敗による死亡個体．(G, H)汚染食草（福島）を食べた

個体．羽化はできたものの、翅が伸び切らずに死亡する． 
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